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2.10 エネルギーの使用と温室
効果ガス排出量

詳細
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水産養殖管理協議会（ASC）の課題と取り組み 

ASCの取り組み

o 気候変動は環境的に、そして社会経済的に広範な

影響を及ぼします。二酸化炭素をはじめとする温

室効果ガス（GHG)の過剰排出が原因です。

o 通常、陸地を基本とする代替産業に比べれば低い

とは言え、水産養殖もまた、化石燃料由来のエネ

ルギーの使用、飼料原料の生産、飼料作物や養殖

場を設置するための森林伐採を通じて、GHG排
出の一因となっています。

o 水産養殖からのGHG排出を削減する機会は、養
殖場やサプライチェーンで特定される特定の排出

源によって異なります。

o 養殖場はエネルギー強度とGHGを測
定し、ASCに報告しています。

o ASCはGHG排出量の計算を支援する
計算ツールを提供します。 

o 魚種固有の排出量目標により、養殖場

レベルで設定すべき目標がわかります。

o 養殖場は、これらの目標に向けた実証

可能な行動を含むGHG管理計画を策
定します。 

o ASCは、加工業者、小売業者、その他
の利害関係者に情報を提供するため、

魚種や水生生態系を横断して集約され

たGHG実績データを伝達します。
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Gephart et al.(2021) Environmental performance of blue foods（環境に優しい食料の環境パフォーマンス）.ネイチャー誌。

Poore and Nemecek (2018) Reducing food ’s environmental impacts through producers and consumers（生産者と消費者を通じ
た食糧による環境的影響の低減）.サイエンス誌。

https://asc-aqua.org/learn-about-seafood-farming/aquaculture-climate-change/
https://asc-aqua.org/learn-about-seafood-farming/aquaculture-climate-change/
https://asc-aqua.org/learn-about-seafood-farming/aquaculture-climate-change/
https://asc-aqua.org/learn-about-seafood-farming/aquaculture-climate-change/


養殖場に流入するエ
ネルギー量の記録を
供給元ごとに保持し、
生産エネルギー強度
を計算する

対象範囲 1、2、3の
GHG排出量を計算

する

GHG実績と確立さ
れたベンチマークと
を対象比較し、目標

を設定する

GHG管理計画を策
定し、対策を実行し
て目標に対する進捗

を追跡する

エネルギー使用量と
GHG排出量を毎年
ASCに報告する
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養殖場に必要なこと
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GHG排出量の計算 

養殖場に必要なこと 

o 養殖場は、生産におけるGHG排出原単位を、製品の可食重量1kgあたりのCO2換算排出量（kg CO2）で計算する必要があります。

o これには、飼料の加工と輸送、投入するスモルト、種苗、稚魚の生産や、肥料などその他の養殖場投入物の生産など、養殖場内でのエ

ネルギー使用に関連する排出が含まれます。

定量的なGHG排出削減目標を経営計画に設定します。

養殖場は、温室効果ガス管理計画の中で、(a)7.5kg-CO2e/kg食用重量または(b)基準で規定された魚種ごとのCO2eベンチマークのいずれ

か高い方の排出原単位を下回る温室効果ガス排出削減目標を定める必要があります。

ASCへの年次報告

o 養殖場は毎年、ASCのデータ提出手順に従って算出された養殖場内のエネルギー強度とGHG排出量をASCに報告しなければなりません。

これらのデータは、加工業者や小売業者の会計や管理のニーズをサポートするために、（魚種ごと、生産方法ごと、可能であれば地域

ごとに）集計してください。



5

温室効果ガス目標設定のための魚種固有のベンチマーク

温室効果ガス排出目標の設定 

可食部分1kgあたりkg CO2e

魚種群 質量配分 経済配分 

アワビ 3.2 3.2

二枚貝 3.2 3.2

カレイ 10.0 6.5

淡水マス 5.4 3.7

パンガシウス 7.8 6.1

サケ 5.1 3.0

スズキ、タイ、オオニベ 10.0 6.5

セリオラ（ブリ類）、スギ類 10.0 6.5

エビ 9.5 7.8

ティラピア 10.8 8.8

ヒレ有り熱帯魚類 10.0 6.5

表A5.6.別紙9Gephart et al.(2021) Environmental performance of blue foods（環境に優しい食料の環境
パフォーマンス）.ネイチャー誌。

ASC養殖場基準は、質量
配分と経済配分の計算と
報告を義務付けています。 

目標設定や計画策定を行
う上で、どちらか一方を
使用できます。  
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認証生産によるGHGデータの完全性、一貫性、透明性を向上させる

温室効果ガス排出量の計算

✓ 排出量の測定と追跡に役立つカスタムメイ

ドのツールで、飼料サプライヤーと生産者

をサポートします。

✓ ASC養殖場基準の方法論的要件との整合性
を確保します。

✓ ASCに報告するGHGデータの品質を向上
させます。

✓ 対象範囲 1、2、3のGHG排出量を含めま
す。

✓ 水産養殖のサプライチェーンにおける排出

の主要なホットスポットと要因の特定に役

立ちます。



新しいASC養殖場基準
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ASC養殖場基準は、より一貫して温室効果ガス排出に対処

現在の魚種基準の改善

o 大部分の基準は、エネルギー使用の記録保持

と養殖場でのエネルギー使用の計算を要件と

しています

o 飼料と養殖場のGHGの計算を要求する基準は
4つ

o GHG排出を削減する計画を要求する基準は3
つ

既存の魚種基準

o すべての魚種に対して一貫した要件がありま

す 

o エネルギー使用の記録保持と養殖場でのエネ

ルギー使用の計算

o 飼料と養殖場のGHGの計算

o ベンチマークに対する目標設定

o GHG管理計画で実証された行動をもってベン
チマークに取り組みます

o 集計とコミュニケーションについてASCに報
告
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以前の基準との比較

2.10.1 養殖場におけるエネルギー使用量の計算

2.10.2 温室効果ガス排出量の計算

2.10.3 温室効果ガス目標の確立

2.10.4 温室効果ガス管理計画の策定

2.10.5 エネルギー使用量とGHGをASCに報告

新たな要件 現状 変更 非
適用
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利点

サプライチェーンの関係者間で透明化してGHGデータを測定し、伝達す
る

以前の魚種固有の要件と整合を取る

温室効果ガスをより良く管理して削減できるようにし、
養殖場がそれぞれの地域の状況やサプライチェーンに基づいて管理でき
る柔軟性を提供する

加工業者と小売業者のニーズをサポートするために、水産養殖製品の排出

量についてのより深い理解と、エビデンスにより重きを置いたコミュニ
ケーションを提供する

水産養殖管理協議会がこのアプローチを取る理由

陸上のタンパク質源に比べ、養殖魚介類の排出量が少ないことを認識し
つつ、目標設定と削減を奨励する



参加するには
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水産養殖管理協議会（ASC）養殖場基準全草稿（リンク）

資料は英語、スペイン語、ベトナム語、フランス語、ドイツ語、
トルコ語、日本語、韓国語でご利用になれます

アンケート [リンク]

水産養殖管理協議会（ASC）養殖場基準スライド（リンク）

詳細なトピックのスライドは次のとおりです
2.4 外来魚種

2.6水質
2.10エネルギーの使用とGHG排出量

2.14育成前
3.9 労働時間

4.3-4.4 魚の健康と福祉 – 締め方

Eメール：consultation@asc–aqua.org 

https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/FarmStandardV0.4DraftConsultationApril2024.pdf
https://asc-aqua.org/the-new-asc-farm-standard/
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseFarmStandardIntroConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseAlienSpeciesDeckConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseWaterQualityDeckConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseEnergyUseDeckConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapanesePreGrowOutDeckConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseWorkingHoursDeckConsultationApril2024.pdf
https://data.asc-aqua.org/pcapr2024/JapaneseSlaughterDeckConsultationApril2024.pdf
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判定基準 2.10 - エネルギーの使用と温室効果ガス排出量

指標： 

指標  2.10.1 UoC は、養殖場へのエネルギー投入量を記録し、別紙9 に概説されている方法に従い、養殖場における生産体重 1 トンあたりの生産エネル
ギー強度を MJ 単位で毎年算出すること。

指標2.10.2

UoCは、別紙9に概説されている方法に従い、製品の可食重量1kg当 たりのCO2換算排出量（kg-CO2e）で、生産に伴うGHG排出強度を毎
年産出すること。
1. 養殖場におけるエネルギー使用量
2. 飼料の生産、加工、輸送
3. スモルト、種苗、幼魚の生産によるインプット、および
4. 別紙9に示すその他のインプット

指標2.10.3 UoCは、(a) 7.5kg-CO2-e/kg食用重量、または (b) 別紙9に記載された魚種ごとのCO2eベンチマークのいずれか高い方の排出強度を下回る
よう、GHG排出削減の定量的目標を設定しなければならない。

指標2.10.4
UoCは、指標2.10.3で決定されたGHG実績目標に向けて排出量を削減し、その後も目標を維持するための行動を含むGHG管理計画を持つも
のとする。UoCは、指標2.10.2で算出された、各養殖場のGHG排出プロフィールの固有の背景を反映した、事業とサプライチェーンにおけ
るGHG排出の特定された要因に対処する行動を、本計画に含めるものとする。

指標2.10.5 UoCは、指標2.10.1と2.10.2で算出された養殖場内のエネルギー強度とGHG排出量を、ASCのデータ提出手順に従ってASCに毎年報告しなけ
ればならない。
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